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宇都 隆宏

ETH Zürichで物理の PhD課程に所属している宇都です。この報告書ではこの半年の生活について振り返ります。

1 研究
2025年の始めから結果が出そうで出ない状況が続いていますが、ついに年末になってしまいました。(詳しくは書

けないですが)ここまで構築してきた測定システムが、本測定でうまくいかない、物理的に意味のあるデータが得ら
れない、という状況が続いています。毎回の測定で技術的な問題を一つずつ解決できているのですが、サンプルの複
雑化により作成に時間がかかることに加え、測定準備と測定そのものに時間がかかることにより、問題の解決に時間
がかかってしまっています。根気強く取り組んでいきたいところです。並行して進めているプロジェクトの方で同様
のシステムを準備できたので、並列化とサブチーム内マネジメントにより技術的問題の解決を加速させていきたいで
す。11 月の上旬に、これまでの成果を富山で行われた学会 RPGR2025 で発表しました。日本の研究者の方々を含
め、ヨーロッパ外の同分野の方と新たに知り合えたりと収穫のある学会でした。その他にもミュンヘンなどで比較的
クローズドなワークショップにいくつか参加しています。来月の頭にもバルセロナで共同研究者とのワークショップ
を行う予定です。また研究室内で、これまでお世話になってきたシニアの PhD student の先輩方が続々と卒業され
ており、研究室内での役割が変化していっているのを感じます。今担当している仕事の一つである、ケミカルドラフ
トと化学物質周りの仕事を引き継いだ際に前任のスイス人に、「スイス人と日本人は公共のものを綺麗に使おうとす
る点で似ていると思う。Takaならこの仕事を任せられる。」と言われたのが印象的でした。自分が日本人であること
が重要であったかはわかりませんが、少なくとも信頼を置いてもらえたのは嬉しい出来事でした。自分は、美しい結
果は美しい研究室から出ると信じているので、引き続き研究室の環境改善にも気を配っていきたいところです。

2 授業と Teaching

Teachingに関しては、相変わらず物理実験の TAをしています。（学生の提出が重なることもありますが、）学期末
にいつもレポートのフィードバックと採点が重なってしまうので、もう少しタイムマネジメントを上手にできたらな
と思うばかりです。授業に関しても引き続きドイツ語の授業（A2→ B1)を受けました。ここまで授業をペースメー
カとして取り組んできましたが、もう少し習得スピードを加速させたいと思い、大きめの目標として 2026年末にド
イツ語 B2のゲーテ試験 (ドイツ語版 toefl)を受けることにしました。

3 生活
生活面では大きな変化がありました。日本一時帰国中の 11月中旬に、かねてよりお付き合いをしていた方と入籍

しました。今年の中頃にスイスに来てくれることになっています。スイスでは配偶者ビザ応募の要件として、1LDK

以上のアパートに住んでいる必要があります。現在のシェアフラットは要件を満たしていなかったので 11月末に退
去し、別のアパートに引っ越しました。チューリッヒでの家探し（特に Studioなどシェアフラットでないもの）は
第 1回報告書でも触れた通り、かなり困難を伴います。買い手市場のため、条件が良い物件はすぐに早い者勝ちで決
まってしまいます。また博士学生の給料による家賃の上限もその難しさに拍車をかけています。仲のいいスイス人の
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